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ページ 変更後（案） 変更前 

P22 
追記 

① 障害のある方が、就労するために必要と感じていることは、「職場における障害理解」や、

「勤務時間や日数が体調に合わせて変更できること」、「短時間勤務など勤務日数等の

配慮」、「通勤手段の確保」が、上位の回答となりました。 

② 就学前の教育・保育や、学校教育に望むことは、「就学や進路への相談体制の充実」、

「子どもの能力や障害の状態に適したきめ細かな指導」、「障害理解のための啓発・教

育の充実（教員、保育士等を含む）」が上位の結果となりました。 

③ 障害のある方が、地域や社会に参加するために大切なことは、「参加しやすいイベントの

充実」、「障害理解の促進」の他、「障害者自身の積極性」が上位の回答となりました。 

（参考：P21） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 障害のある方が、就労するために必要と感じていることは、「職場における障害理解」や、

「勤務時間や日数が体調に合わせて変更できること」、「短時間勤務など勤務日数等の配

慮」、「通勤手段の確保」が、上位の回答となりました。 

② 就学前の教育・保育や、学校教育に望むことは、「就学や進路への相談体制の充実」、「障

害理解のための啓発・教育の充実（教員、保育士等を含む）」が上位の結果となりました。 

③ 障害のある方が、地域や社会に参加するために大切なことは、「参加しやすいイベントの充

実」、「障害理解の促進」の他、「障害者自身の積極性」が上位の回答となりました。 

 

Ｐ47 
修正 

（エ） 福祉施設から一般就労への移行等 

項目 目標値の考え方 目標値 

一般就労への 

移行者数 

（令和８年度中） 

令和3年度の一般就労への移行実績 

29人×１．２8 
38人 

  

就労移行支援事

業 

令和3年度の一般就労への移行実績 

22人×1.31 
29人 

就労継続支援 

Ａ型事業 

令和3年度の一般就労への移行実績 

3人×1.29 
4人 

就労継続支援 

Ｂ型事業 

令和３年度の一般就労への移行実績 

2人×１．２8 
3人 

 

 （エ） 福祉施設から一般就労への移行等 

項目 目標値の考え方 目標値 

一般就労への 

移行者数 

（令和８年度中） 

令和3年度の一般就労への移行実績 

29人×１．２8 
38人 

  

就労移行支援事業 
令和3年度の一般就労への移行実績 

22人×1.31 
29人 

就労継続支援 

Ａ型事業 

令和3年度の一般就労への移行実績 

3人×1.29 
4人 

就労継続支援 

Ｂ型事業 

令和元年度の一般就労への移行実績 

2人×１．２8 
3人 
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